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1．■はじめに  

都下の限定地域r青臥所島）における豚・牛の日本脳炎r以下日脳またはJと喝す）およ   

びパルボウイルス「′くルポまたはPと略す）感染の実態を赤血球凝集抑制r Hl）抗体の消長   

を指標として調べ人の日脳増幅抑制対策および腰の死流産予防対策を立てる上での基礎資料を  

えて、家畜の生産阻害要因の除去ならびに公衆衛生面における人畜共通感染病の予防につとめ  

る∩  

2．材料と方法   

仇 供試家畜  

青梅についてl王当場で．生産飼眉中の生硬4か月以降の無抗体の豚および牛で、表1－1  

のとおりである。また新島軋ついてほ、同島で飼育され．と場に出荷されたと場牒を供試し  

表1－2のとおりである。  

提】飼義管理  

青梅濫ついては当場の一般慣行により、新島については農家の「椴慣行による。   

（5J血清疫学調査  

庁梅では供試家畜を下記のとおり、豚は折大静脈から、牛ほ鎮静脈から採血してdl試奴  

を行った。新島では放血時に血液を折紙書こ吸着させたハ  

比1試儀常l主採血後分頗血清として－20℃に保存した．血清材料はアセトン処理による   

予耕法1）に準じて試験を行い、血液吸着炉威として保存した血液材料は信腸2）らの方法によ   

り行った。また．くんボウイ′Lスについては應崎5もの方法iこ準じて行った。体温は午前9時  

と午後2時5D分の2回行った。  

5．武鹸成庶および考察   

り1腰の日脳昆l抗体陽転時朗とその消長膿の臥悩dl抗僅傾転時期とその消長および牌性率  
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表1－1  供 試 家 畜 J青梅）  

豚  牛  
謝番号  個体番号  品種  性別  生年月日  試験番号  個体番号  品種  性別  生年月日   

ノ拓 1  W 7 7  y  ち  A75．25  ノ砿 1  S 55  d  ♀  4占．721   

ノ拓 2  W 78  Y  谷  ノ拓 2  S 5d   H  ♀  A占．1□．7   

ノ彷 5  W 79  Y  ♀  ノ佑 5  S 57   田  ♀  4占．5．9   

ノ佐 4  W 8 0  W  ♀  47t．21  ノ佑 4  S 58  片雑  ♀  472．21   

ノ％二 5  W 81  L  ♀  475．2D  

ノ拓 占  W 82  y  谷  

♀   

ノ拓 8  P 8 5  L  ♀  l  

4占．占．2る  ノ拓 9  P 9 8  L  ♀   

ノ砿10  PlO（i  H  ♀  A占．R20   

ノ紘11  Pl〔8  田  ♀  

ノ紘12  PllO  L  谷  474．21  

A75．占  ノ紘15  Pl12  L  ♀   

ノ％1A  PlO4  L  ♀  45．エ る   

表1－2   供 武 家 畜 （新島）  

農家 番号  試験 番号   
試験 番号  品種  生年月日  農家 番号  【試験 番号  品種  生年月日        品種  生年月日  農家 番号   

ロ  YL  47年1月  1  15  L仇H  4 7 2  7  29  川7L  ∴J∴1  ロ   

2  1 1 d ,, 7  5 D  L  12   

5     】   
17  占  5‘l  LWL  47 2  15   

d  ロ  18  d  5 2  L  4 ス 1  12   

5  1  19  5  5 5  L  12   

占  口  2 D  5  54  LWL  47 2  15   

7  ロ  21  Ll吼  8  5 5  Y∵L  1A   

8  LWL  A7 2  2  22  L  9  5 d  LWL  d7 5  15   

9  2  25  LWH  d  5 7  15   

10  rL  A7二 1  5  2A  d  5 8  L押H  7   

A  25  d  59  7   

5  2（；  L押L  

11  LIVL                      12  1J〟H  A7 2          些  4 D  L押L  1d   
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蓑2－1 採 血 状 況 r青梅）  

採血月  5月  占月  7月  8月  9月  1〔】月  11月  48．5月   
ノ拓4，5  

遇2回 選すこご  

下旬1回  2回   週1也  

週1回  週1岨  

1回   1凶   2担】  1凶   1回  1也  
（1癌）  rA豆百）  r8頭）   

豚  ノ拓1～5  ノ拓d    ⊥二  週1匡  遇11司  遇1凶  遇1回  上垣J  
週1国  

表2－2  採 血 状 況 r新島）  

戻＝－1 オトリ應の日脳iこ対するはl抗体の消長と陽転時期r青梅）  

HI価  

㌦ 81522 29 ノ㌦lZ 22 29 ㌦111725 ㌔ 916  
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閲1－2  オトリ膀の日脳に対するdl坑：体の消長と陽転時期〔青梅1  

Hl価  
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図2－1 オい順の日脳dl抗体の爆性率r青梅）  

k 815 22 29 ％12 22 29 ％  

圏2－2  と場照の首脳Ⅷ‖抗体の薗性率（新島）   
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を示すと屈1－1，図1－2，岨2－1，図2－2のとおりである。   

日脳月1抗体腸転開始の時期は青梅では9月178であり、l司時に50％の腸低率を示し   

たが9月25日d7％の瘍性率となり、その後もそれ以上にはならなかった。また新島では   

9月d月に瘍転開始し、同時に5（】％の陽性率を示し、9月18日には10J％の腸性率を  
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示した。なお青梅でオトリ豚の最高陽性率がd 7％であったことほ、越夏僚の中にも約5D   

％前後の未感染臓がいることになる。ぽって繁殖用の越夏豚の中にも未感染雁がいるものと考   

えられるから、できれば採血して抗体調査をなして陰性婿には予防注射をする必喫があるも  

のと考えられポニ。   

勘 牛の日脇細目抗体陽転時期とその消長  

牛の臼塵け‖抗体腸転時期とその消長を示すと威5のとおりで、供試牛4頭が7月8日か   

ら10月9日までの潮間において、すべて陰性であった。陽性牛がみとめられなかったこと   

は、飼育環境が腰とほぼ伺じ状態であることを考えると、日脳ウイルスに対する感受性が、   

牛が豚より弱く、コガタアカイエカの絶対数が減少していたためと考えられた。  

図5  オトリ牛の日脳に対するdl抗体陽転時期とその消長「青梅）  
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（5）豚′くルポdl抗体腸転時期とその消長  

豚パルポのHl抗体陽転時期とその消長および揚性率を示すと図ムー1，d－2，園5－   

1，5－2および5－5のとおりである。背痛ではAト8傍舎で飼育したオいJ豚にIi腸性  

腺がみとめられなかったが、8，C豚舎で飼育した繁殖勝とその候補溜では、8月18日   

に1頭腸転し、他は8月下旬から11月ごろまでに瘍転しており、最高個性率は75％に達   

し、かなりの高率の感染があったことを示していた。このよう－こA，B豚舎には流行がなく、   

8，C豚舎iこ■射、流行がみとめられたことは豚舎構造が前者は水洗いしやすく、後者が詳飼と  

水洗いしにくくできているため、成体の水洗いの有無忙崩係があるものと考えられ、豚パルポの   

感染経絡が抜放感染によることを疑わせるものと考えられた。  
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腐A－1 紫殖候補腰のパノLボウイルスに対するHl抗体の陽転時期と消長  

r青梅 C，D豚舎）  

2桐8り卜  

：、  ■ 、■・－  ・・・・  

図4－2  繁殖候補豚の′くルポウィルスに対するHl抗体の俊転時期と消長  

r青梅 C，D豚舎）  

・－   ■   J  －・：－  

周5－1  オトり豚のパルボウイルスに対するdl抗体陽性率  

r宥侶 A，B豚舎）  

リー 畠】5 2229 ㌦1622 29 セ▼111725 ㌔ 9 t6  
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圏5－2  繁殖豚の豚パ几ポウり一入に対するdl抗体の揚性率  

【青梅 C，D豚舎）  
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屈5－5  と場嬢の豚パルボウイルスに対するdl抗体の陽性率r新島）  

2k24 31てん14 2130 ％l118 27 ㌔  

また新島における豚′テルポのH上抗佐陽転開始の時期は一採血開始の時期であった7月21  

8に俊性豚がみとめられ．その後7月51日、8月5D8、9月11日などに揚1生豚がみと  

められ、腸性率は1占．7～55．5％であった。同島の供試牒がと場膿であることから、パルポ  

感染の時期は＿移行抗体などを考慮して、採血時から、1－2か月前の期間と思われるので  

5－d月ごろより流行があったものと考えられ．同島に6月ごろから発生した豚死流産と閲  

係があるものと考えられた。  

4．ま と め  

昭和47年の東京都下の限定地域（青梅および新島）で日脳および豚パルボウイ几ス自然感  

染時期と感染状況を適確に把握するために、H＝抗体陽転崎側について調べた。青梅では経歴  

の明らかな無抗体のオト，丁豚およびオトリ牛を・同一場所で、鐘崎的に採血した。新島ではと  
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場豚について調べた。えられた結果はつぎのとおりである。  

（1J日脳Hl抗体が傷性を示したのは、青梅では豚だけで、牛ではオトtJ全頗が陰性であった。   

豚に日脳且l抗体が現われ始めた時期lま、9月17日で同時に50％の陽性率を示し、最高  

傷性審ほd7％であった。新島では陽転開始の時期が9月d日であり一 同時に5D％の腸低   

率を示し、最高腸性率ほ100％を示した。なお俊転開始の時期ほ青梅より10日早かった〈   

青梅で最高陽性率がd7％であったことIi、繁殖豚の越夏豚の中にも50％前後の末感染牒  

があることを示すから．できれば繁殖豚の抗体調査を実施して、倹性豚および低い抗体保有  

豚さこ予防注射を実施することが必要である。また日脳流行の程度を把握するためにほ・豚だ  

け調べるより、牛を1司時に調べてみることがより一層有効と考えられた。  

色J豚パルボの流行状況は、青梅でほA，B豚舎に飼育したオトIJ豚では腸佐原がみとめられ   

なかったが、C，D豚舎に飼育した繁殖腰およびその候補豚では、dl抗体陽転がみとめら   

れたのは8月188で、8月－11月の期間に75％が腸性を示した。A，8豚舎と、C，   

D豚舎で陽性率が大きな差を示したことは、群飼と水洗いの有無が開陳あるものと考えられた。新   

島では7月218の採血開始時から陽性豚がみられ、7月51日、8月う08、9月11日  

の採血膿から傷性膿がみとめられ、1る．7－55．5％の揚牲率を示した。同島の採血豚はと場   

豚であるから、採血時より、1′－2か月前の期間に感染したものと考えられるので、5～る  

月ごろから同島に流行があったものと考えられた、  

以上の成熟ま都下の痕定地域における腰・牛の8脳流行状況および豚パルポの流行を調べ  

たものであるが、豚の日脳流行が低流行となってきて．二，三の新しい閉場点が提起されて   

おり、膿′くルポの流行など新しい徴生物が死流産の味因となっているので、これらの原因の   

究明をなして、死流産の予防対策に眉したい。  

終わりに臨み、血清陳存などに種々御便宜を計って頂いた日生研官本 猛、竹徽章一両先  

生lこ深謝いたします。  
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